


四
国
森
林
・
林
業
研
究
発

表
会
を
開
催〈

四
国
森
林
管
理
局
〉

　

一
月
二
四
日
、
四
国
森
林
管
理
局
大
会

議
室
に
お
い
て
、「
平
成
二
八
年
度
四
国

森
林
・
林
業
研
究
発
表
会
」
を
開
催
し
ま

し
た
。

　

開
会
に
あ
た
り
、
大
山
局
長
か
ら
「
発

表
さ
れ
る
課
題
は
、
森
林
整
備
の
低
コ
ス

ト
化
や
木
材
利
用
を
始
め
、
治
山
、
ニ
ホ

ン
ジ
カ
食
害
対
策
、
森
林
環
境
教
育
な
ど

多
く
の
今
日
的
課
題
に
つ
い
て
の
研
究
成

果
で
あ
り
大
変
有
意
義
な
内
容
で
あ
り
ま

す
。
発
表
さ
れ
る
方
々
が
取
り
組
ん
で
い

る
課
題
が
、
こ
れ
か
ら
の
森
林
づ
く
り
な

ど
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。」

と
挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

六
四
回
目
を
迎
え
た
今
年
の
研
究
発
表

会
に
は
、
局
署
等
の
ほ
か
教
育
機
関
、
自

治
体
、
各
研
究
機
関
等
か
ら
民
国
連
携
し

た
取
組
や
ニ
ホ
ン
ジ
カ
に
よ
る
食
害
対
策

な
ど
（
特
別
発
表
を
含
む
）
二
〇
課
題
が

発
表
さ
れ
ま
し
た
。
中
で
も
、
高
知
県
立

高
知
工
業
高
校
、
高
知
県
立
四
万
十
高
校

か
ら
、
学
習
活
動
の
一
環
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
る
内
容
に
つ
い
て
発
表
が
あ
り
、

会
場
か
ら
多
く
の
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し

た
。

　

特
に
、
今
回
の
特
徴
と
し
て
、
発
表
の

内
容
は
勿
論
の
こ
と
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
に
、
動
画
や
音
声
を
使
用
し
た
課

題
が
増
え
る
な
ど
聴
く
側
に
分
か
り
易
い

配
慮
が
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

会
場
内
の
聴
講
者
は
、
局
署
等
職
員
は

も
と
よ
り
民
間
事
業
者
、
自
治
体
、
研
究

機
関
か
ら
一
五
〇
名
を
超
え
る
方
々
が
発

表
に
聴
き
入
り
ま
し
た
。

　

今
回
も
、
プ
レ
ゼ
ン
ト
シ
ー
ト
（
発
表

者
と
聴
講
者
が
つ
な
が
り
、
振
り
返
る
も

の
）
を
備
え
、
聴
講
者
に
記
入
し
て
頂
き
、

全
課
題
に
合
わ
せ
て
、
一
二
四
枚
の
シ
ー

ト
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。(

寄
せ
ら
れ
た

内
容
等
に
つ
い
て
は
、
次
号
に
掲
載
予
定
）

　

こ
の
シ
ー
ト
は
、
各
課
題
ご
と
に
聴
講

者
が
発
表
に
対
す
る
ア
ド
バ
イ
ス
や
感
じ

た
事
を
記
入
し
、
発
表
者
に
返
す
こ
と
で
、

今
後
の
取
組
に
生
か
す
事
を
目
的
に
、
各

発
表
者
に
届
け
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

　

審
査
の
結
果
、
四
国
森
林
管
理
局
長
賞

と
し
て
七
課
題
（
最
優
秀
賞
一
課
題
、
優

秀
賞
三
課
題
、
奨
励
賞
三
課
題
）
が
選
出

さ
れ
、
各
受
賞
者
に
表
彰
状
と
記
念
品
が

授
与
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
日
本
森
林
技

術
協
会
理
事
長
賞
、
日
本
森
林
林
業
振
興

会
長
賞
と
し
て
そ
れ
ぞ
れ
一
課
題
選
出
さ

れ
、
表
彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。　

最

優
秀
賞
に
輝
い
た
安
芸
森
林
管
理
署
の
発

表
は
、
獣
害
防
止
対
策
と
し
て
、
Ｌ
型
ネ
ッ

ト
の
開
発
、
ド
ロ
ー
ン
を
活
用
し
た
ネ
ッ

ト
巡
視
の
取
組
な
ど
と
合
わ
せ
高
く
評
価

さ
れ
ま
し
た
。
発
表
者
、
聴
講
者
は
も
と

よ
り
、
開
催
に
あ
た
り
ご
協
力
頂
き
ま
し

た
方
々
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

各
受
賞
者
の
皆
様

 

【
四
国
森
林
管
理
局
長
賞
】

 

●
最
優
秀
賞
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●
優
秀
賞

　

●
優
秀
賞

安芸森林管理署
　森林整備官　吉本　和正氏
　係　員　　　岡上　優斗氏

四国森林管理局森林整備課
　路網整備係　小杉　陵太氏
　路網計画係　東別府省伍氏

高知中部森林管理署
 　主任森林整備官　豊永　憲文氏
 　地域技術官　  　 萩野　伸二氏

香川森林管理事務所
　首席森林官　馬門　辰美氏　　係員　藤永　裕文氏
　総括森林整備官　岡部　光明氏
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【
日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
賞
】

 

●
奨
励
賞

徳島森林づくり推進機構
 　主任講師　 　　加藤　正典氏
 　第一期生生徒 　森　　　準氏
 　事務員　　　 　奥田　佑美氏

 

【
日
本
森
林
技
術
協
会
理
事
長
賞
】

高知県立四万十高等学校
　自然環境コース 2 年生の皆様

高知県立高知工業高等学校
　建築科 3 年生の皆様

四国森林管理局森林技術・支援センター
　 副所長　池上　永一氏

徳島森林管理署
　森林整備官　堀切　政俊氏
　係　員　　　谷脇はるか氏

発
表
順

発 　 表　  課　  題
発　　　　　　表　　　　　　者

審 査 結 果
所　　　　　属 氏　　　　名

1

　改良型傾斜付横断溝の開発及び実地試験

結果について

四国森林管理局　森林整備課

　　　　　　　　　路網整備係

　　　　　　　　森林整備課

　　　　　　　　　路網計画係

小杉　陵太

東別府省伍

四国森林管理局長

賞（優秀賞）

2

　ニホンジカ被害防護対策の労力、経費節

減の試み 

高知中部森林管理署

　　　　　　　　主任森林整備官

　　　　　　　　地域技術官

豊永　憲文

萩野　伸二

四国森林管理局長

賞（優秀賞）

3
 竹を利用したシカ害対策について （経過

報告）

四国森林管理局 森林技術・支援セ

ンター　副所長 池上　永一

日本森林技術協会

理事長賞

4

　南予森林計画区における森林作業道を用

いた効率的かつ低コストな森林整備につい

て

愛媛森林管理署宇和島森林事務所

　　　　　　　　係員

愛媛森林管理署　係員

小倉　俊治

横尾　憲祐

5

　低コストで効果的な獣害防止対策（斜め

張り・L 型ネット）及びドローンを使用し

たシカネット巡視の取組について

安芸森林管理署

　　　　　　　　森林整備官

　　　　　　　　係員

吉本　和正

岡上　優斗

四国森林管理局長

賞（最優秀賞）

6

　低コスト大型囲い罠によるシカ捕獲につ

いて

住友林業株式会社資源環境本部山林

部新居浜山林事業所　所長 杉山　純之

宮城　正明

平成 28 年度四国森林・林業研究発表会プログラム



発
表
順

発 　 表　  課　  題
発　　　　　　表　　　　　　者

審 査 結 果
所　　　　　属 氏　　　　名

7

　森林作業道における鋼矢板を用いた新た

な水切り工

愛媛森林管理署

　　　　　　　　森林整備官

あすなろ四国支社

　　　　　　　　現場代理人

野村　祐樹

赤松　和幸

8
　今治地域における林業振興に向けた取組

について

愛媛県東予地方局今治支局

　　　　　　　　森林林業課　主任 神野　貴之

9

　地山傾斜 35 度以上の急傾斜地の作業道

における土砂流出防止工法の一考察

森林総合研究所森林整備センター

　徳島水源林整備事務所　主幹

　　　　　　　　　　　　主任

宇都　弘恭

森山　翔二

10

　三次元リモートセンシングによる森林構

造の把握

※特別発表

高知大学　准教授

日本森林林業振興会　高知支部長

　　　　　　　　　　高知支部員

松岡　真如

川上　利次

高野　一隆

11

　南小川地区沖（下）における地すべり防

止対策工事について（中間経過報告）

嶺北森林管理署

　　　　　　　　治山技術官

　　　　　　　　係員

宮岡　　卓

吉元　崇紘

12

　平成 28 年 4 月開講 “とくしま林業アカ

デミー”の現状について

公益社団法人　徳島森林づくり

推進機構 　　　 主任講師

　　　　　　　　事務員

　　　　　　　　第 1期生生徒

加藤　正典

奥田　佑美

森　　　準

四国森林管理局長

賞（奨励賞）

13
　地域の課題解決に向けた民有林との連携 徳島森林管理署  森林整備官

　　　　　　　　係員

堀切　政俊

谷脇はるか

日本森林林業振興

会長賞

14

　演習林で演習しよう 高知県立四万十高等学校

　　　　　自然環境コース 2年生

　　　　　自然環境コース 2年生

吉良　和恭

中越　拓也

四国森林管理局長

賞（奨励賞）

15

　森林作業道の再利用と列状間伐のコスト

縮減に向けた考察

香川森林管理事務所　係員

　　　　　　　　総括森林整備官

　　　　　　　　首席森林官

藤永　裕文

岡部　光明

馬門　辰美

四国森林管理局長

賞（優秀賞）

16

　スペシャリストコース 課題研究への取

組  

高知県立高知工業高等学校

　　　　　　　　建築科 3年生

植田　真由

梅原　嘉人

奥田　大雅

千﨑健太郎

永吉洸太郞

細木　俊介

前田　康輔

松浦　海里

和田　　梓 

四国森林管理局長

賞（奨励賞）

17

　コウヨウザン試験地の現況と課題につい

て

四万十森林管理署

　　　　三崎森林事務所森林官

四万十森林管理署

　　　　　　　　係員

朝比奈和弘

平山　陽大

18

　四国森林管理局管内における精英樹選抜

育種事業 60 年の成果

※特別発表

森林総合研究所 林木育種センター

関西育種場  育種課長 久保田正裕

19
　スギ梁桁乾燥材の品質の安定化

※特別発表

高知県立森林技術センター

　　　　　　　　研究員 宮部涼太郎

20

　都道府県単位でみた木材利用ポイント事

業への対応と単独住宅政策との関連性

　―四国 4県の分析を中心として―

※特別発表

森林総合研究所四国支所

　　　　流域森林保全研究グループ

　　　　主任研究員 志賀　　薫
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「
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
植
栽
地

に
お
け
る
共
同
研
究
に
係

る
協
定
」
を
締
結

〈
四
国
森
林
管
理
局
〉

　

四
国
森
林
管
理
局
と
森
林
総
合
研
究
所

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
は
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン

萌
芽
再
生
林
の
管
理
手
法
を
踏
ま
え
た
優

良
個
体
の
選
抜
を
目
的
に
し
た
協
定
を
、

一
二
月
二
〇
日
に
締
結
し
ま
し
た
。

　

コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
、
現
在
注
目
さ
れ
て

き
て
い
る
早
生
樹
の
ひ
と
つ
で
成
長
が
早

く
、
萌
芽
に
よ
る
更
新
が
可
能
で
低
コ
ス

ト
か
つ
短
伐
期
で
収
穫
が
可
能
に
な
る
こ

と
に
加
え
、
材
質
も
ス
ギ
と
ヒ
ノ
キ
の
中

間
程
度
と
言
わ
れ
建
築
用
材
や
合
板
用

材
、
バ
イ
オ
マ
ス
原
料
用
と
し
て
の
利
用

が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

協
定
を
締
結
し
た
四
万
十
森
林
管
理
署

管
内
の
辛
川
山
国
有
林
（
土
佐
清
水
市
）

の
試
験
地
は
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
を
昭
和
八
年

に
植
栽
、
昭
和
六
三
年
に
伐
採
を
行
っ
た

後
、
萌
芽
を
利
用
す
る
こ
と
で
植
付
を
省

略
し
低
コ
ス
ト
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

試
験
地
と
し
て
設
定
し
、
萌
芽
本
数
調
査

及
び
芽
か
き
に
よ
る
生
長
量
比
較
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。

　

昭
和
六
三
年
の
伐
採
当
時
の
調
査
報
告

を
見
る
と
、
コ
ウ
ヨ
ウ
ザ
ン
は
木
材
と
し

て
の
需
要
が
な
か
っ
た
た
め
造
林
樹
種
と

し
て
の
評
価
は
き
わ
め
て
低
い
と
の
評
価

で
し
た
が
、
現
在
で
は
集
成
材
や
合
板
、

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
な
ど
新
た
な
需
要

が
開
拓
さ
れ
た
こ
と
か
ら
注
目
を
浴
び
て

い
ま
す
。

　

萌
芽
再
生
し
た
林
分
は
国
内
で
は
現
在

の
と
こ
ろ
辛
川
山
の
林
分
の
み
と
い
わ
れ

て
お
り
、
今
回
の
共
同
研
究
で
は
、
萌
芽

の
状
況
、
成
長
状
況
や
材
質
な
ど
を
調
査

し
、
優
良
個
体
を
選
抜
し
て
、
コ
ウ
ヨ
ウ

ザ
ン
の
効
果
的
な
更
新
技
術
を
開
発
し
普

及
す
る
こ
と
で
、
注
目
さ
れ
て
き
て
い
る

早
生
樹
の
新
た
な
取
組
の
推
進
に
資
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
当
日
は
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
所

長
外
三
名
が
来
局
さ
れ
協
定
書
に
署
名

し
、
そ
の
後
、
懇
談
を
行
い
ま
し
た
。
そ

の
中
で
育
種
セ
ン
タ
ー
が
行
っ
て
い
る
エ

リ
ー
ト
ツ
リ
ー
や
コ
ン
テ
ナ
苗
な
ど
の
育

種
事
業
の
取
組
や
、
植
栽
の
際
に
国
有
林

で
の
試
験
地
設
定
の
協
力
依
頼
に
つ
い
て

も
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
四
国
森
林
管
理
局
か
ら
は
、
管

内
で
の
早
生
樹
へ
の
取
組
と
し
て
、
セ
ン

ダ
ン
の
種
子
を
各
署
で
採
取
し
、
局
敷
地

内
で
育
苗
し
た
苗
を
活
用
し
た
試
験
地
の

設
定
や
ユ
リ
ノ
キ
の
成
長
調
査
な
ど
の
取

大
山
四
国
森
林
管
理
局
長
（
右
側
）
と
渡

邉
森
林
総
合
研
究
所
林
木
育
種
セ
ン
タ
ー

所
長
（
左
側
）
の
協
定
調
印
式

昭和 63 年に伐採後、ぼう芽成長したコウヨウザン

国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン

ク
ー
ル
で
林
野
庁
長
官
賞

（
優
秀
賞
）
を
受
賞

〈
四
国
森
林
管
理
局
〉

　

平
成
二
八
年
度
国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン

ク
ー
ル
に
お
い
て「(

株)

と
さ
れ
い
ほ
く
」

が
林
野
庁
長
官
賞
（
優
秀
賞
）
に
選
定
さ

れ
、
一
月
二
三
日
に
四
国
森
林
管
理
局
長

よ
り
、
優
秀
賞
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
は
、
国
有
林
野
事
業

に
お
け
る
間
伐
等
の
発
注
事
業
や
立
木
販

売
に
お
い
て
、
優
れ
た
品
質
の
森
林
整
備

を
行
う
と
と
も
に
、
高
い
生
産
性
や
作
業

シ
ス
テ
ム
の
特
徴
や
成
果
等
の
取
組
を
競

い
、
優
秀
な
事
例
が
選
定
さ
れ
ま
す
。
そ

の
優
秀
な
事
例
を
公
表
す
る
こ
と
に
よ

り
、
高
効
率
か
つ
低
コ
ス
ト
な
間
伐
等
に

組
、
職
員
に
よ
る
先
進
的
な
早
生
樹
植
栽

を
行
っ
て
い
る
九
州
や
中
国
地
方
に
お
け

る
調
査
な
ど
の
紹
介
や
愛
媛
県
内
で
の
民

間
で
の
取
組
事
例
を
紹
介
し 

四
国
に
お

け
る
早
生
樹
の
取
組
状
況
等
意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
協
定
期
間
は
一
〇
年
と
長
期
に

な
る
た
め
、
今
後
と
も
連
絡
を
密
に
し
、

研
究
成
果
に
つ
い
て
は
双
方
で
共
有
し
て

い
く
こ
と
を
確
認
し
、
終
了
し
ま
し
た
。
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つ
い
て
民
有
林
を
含
め
た
普
及
、
定
着
及

び
推
進
に
資
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、

今
年
度
で
一
五
回
目
と
な
り
ま
す
。

　

四
国
森
林
管
理
局
管
内
の
林
業
事
業
体

で
は
、
四
例
目
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

受
賞
さ
れ
た
（
株
）
と
さ
れ
い
ほ
く
の

取
組
は
、
平
成
二
七
年
度
に
嶺
北
森
林
管

理
署
管
内
の
仁
尾
ヶ
内
山
国
有
林
で
実
施

し
た
間
伐
の
請
負
生
産
事
業
で
、

①�　

架
線
系
と
車
両
系
の
作
業
シ
ス
テ
ム

を
事
業
地
の
傾
斜
等
に
柔
軟
に
組
み
合

わ
せ
る
こ
と
に
よ
り
作
業
効
率
が
向
上

し
て
い
る
こ
と
。

②�　

民
国
連
携
の
事
業
地
設
定
の
下
、
循

環
型
の
森
林
作
業
道
を
設
計
・
作
設
し
、

運
材
作
業
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
こ

と
。

③�　

全
木
集
造
材
に
よ
り
集
積
さ
れ
る

低
質
材
、
末
木
枝
条
に
つ
い
て
は
、

ほ
ぼ
全
量
を
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
燃
料

用
と
し
て
搬
出
・
販
売
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
。

④�　

Ｈ
型
集
材
の
採
用
に
よ
り
、
二
つ
の

主
索
の
間
を
ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
で
集
材
が

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
荷
掛
に
係
る

労
働
強
度
の
軽
減
や
、
か
か
り
木
処
理

の
効
率
化
に
よ
る
、
安
全
性
が
向
上
し

て
い
る
こ
と
。

等
が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

伝
達
式
に
は
、「（
株
）
と
さ
れ
い
ほ
く
」

記
念
撮
影

架
線
集
材
の
状
況

の
石
垣
業
務
課
長
・
森
下
現
場
代
理
人
及

び
嶺
北
署
長
・
森
下
主
任
森
林
整
備
官
（
監

督
職
員
）
も
出
席
し
、
式
後
に
は
、
局
長

よ
り
、
日
頃
の
協
力
に
対
す
る
感
謝
や
現

場
で
の
取
組
、
技
術
の
向
上
等
に
つ
い
て

話
を
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
後
も
、
安
全
作
業
へ
の
取
組
や
、
生

産
性
の
向
上
、
更
な
る
技
術
の
研
鑽
及
び

後
継
者
へ
の
技
術
継
承
が
期
待
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

林
野
庁
全
体
の
受
賞
状
況
に
つ
い
て
は
、

林
野
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
平
成
二
八
年
度

国
有
林
間
伐
推
進
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て
」

（http://w
w

w
.rinya.m

aff.go
.jp/j/gyo

um
u/

hanbai/kannbatusuisinnko
nnkuru.htm

l

）

を
ご
覧
下
さ
い
。

荷
上
中
の
状
況

森
林
技
術
部
門
で
受
賞
！

国
有
林
野
事
業
業
務
研
究

発
表
会

〈
四
国
森
林
管
理
局
〉

　

平
成
二
八
年
度 

国
有
林
野
事
業
業
務

研
究
発
表
会
が
一
二
月
一
三
日
、
林
野
庁

に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
四
国
森
林
管
理
局

か
ら
は
、
部
門
ご
と
に
四
課
題
発
表
し
ま

し
た
。

　

そ
の
中
で
、「
改
良
型
傾
斜
付
横
断
溝

の
開
発
及
び
実
地
試
験
結
果
」（
発
表
者
：

森
林
整
備
課
東
別
府
路
網
計
画
係
、
小
杉

路
網
整
備
係
）
が
、
森
林
技
術
部
門
に
お

い
て
、
林
業
機
械
化
協
会
会
長
賞
を
受
賞

し
ま
し
た
。

　

そ
の
他
の
発
表
は
次
の
通
り
。

○
森
林
技
術
部
門

　

「
素
材
生
産
に
お
け
る
技
術
交
流
の
促

進
～
民
国
事
業
体
が
連
携
し
た
技
術
研
修

会
の
実
施
～
」（
発
表
者
：
四
万
十
森
林

管
理
署　

酒
井
森
林
整
備
官　

山
内
係

員
）

○
森
林
ふ
れ
あ
い
部
門

　

「
森
林
環
境
教
育
の
実
践
手
法
」（
発
表

者
：
四
万
十
川
森
林
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン

タ
ー　

松
山
自
然
再
生
指
導
官
、
川
村
自

然
再
生
指
導
官
）



グリーン四国№ 1163

7

地
方
公
共
団
体
出
向
者
会

議
を
開
催

〈
総
務
課
〉

　

一
月
二
五
日
、
四
国
森
林
管
理
局
に
お

い
て
、
地
方
公
共
団
体
出
向
者
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
は
、
四
国
内
の
県
・
市
町
村

に
出
向
し
て
い
る
職
員
か
ら
、
出
向
先
で

の
活
動
状
況
報
告
や
国
有
林
に
対
す
る
意

見
・
提
言
を
受
け
る
も
の
で
、
各
種
情
報

提
供
と
併
せ
て
、
幹
部
と
の
意
見
交
換
等

を
図
る
こ
と
を
趣
旨
と
し
て
開
催
し
て
い

る
も
の
で
す
。

　

冒
頭
、
大
山
局
長
か
ら
、「
皆
さ
ん
、

そ
れ
ぞ
れ
県
・
市
町
村
に
出
向
さ
れ
重

要
な
ポ
ス
ト
で
ご
活
躍
を
い
た
だ
い
て
い

る
と
承
知
し
て
い
る
。
山
根
副
部
長
さ
ん

出
向
者
会
議
の
様
子

商
品
の
説
明
を
し
て
い
る
馬
路
村
川
合
課
長
（
左
端
）

○
森
林
保
全
部
門

　

「
嶺
北
森
林
管
理
署
管
内
に
お
け
る
ニ

ホ
ン
ジ
カ
生
息
調
査
及
び
捕
獲
・
駆
除
対

策
に
つ
い
て
」（
発
表
者
：
嶺
北
森
林
管

理
署　

鶴
内
森
林
技
術
指
導
官
、
筒
井
係

員
）

　

な
お
、
研
究
発
表
会
の
内
容
等
に
つ
い

て
は
、
林
野
庁
に
お
い
て
発
表
集
が
作
成

さ
れ
た
後
、
各
署
等
へ
配
布
す
る
予
定
で

す
。

　

今
回
、
四
課
題
の
発
表
者
に
、
林
野
庁

で
の
発
表
を
通
じ
て
「
業
務
研
究
発
表
会

振
り
返
り
シ
ー
ト
」
の
記
入
に
協
力
頂
き

ま
し
た
。

　

こ
の
シ
ー
ト
は
、
発
表
し
た
際
に
気
づ

い
た
良
か
っ
た
点
・
悪
か
っ
た
点
を
記
入森林整備課　東別府省伍氏　小杉　陵太氏

し
次
回
の
発
表
に
生
か
そ
う
と
す
る
も
の

で
す
。

　

記
入
し
た
シ
ー
ト
は
、
四
国
局
研
究
発

表
会
の
当
日
、
発
表
者
に
こ
れ
か
ら
の
取

組
を
含
め
、
よ
り
良
い
発
表
に
活
用
し
て

頂
く
よ
う
お
渡
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

今
後
と
も
森
林
・
林
業
に
対
す
る
多
様

な
ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
、
各
署
等

に
お
い
て
は
技
術
開
発
等
の
取
組
を
一
層

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

を
は
じ
め
出
向
者
の
方
々
の
行
政
能
力
に

は
、
お
褒
め
の
言
葉
を
い
た
だ
い
て
い
る
。

私
ど
も
に
対
し
て
意
見
や
、
提
言
な
ど
遠

慮
な
く
お
話
し
い
た
だ
き
た
い
。」
と
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。

　

企
画
調
整
課
長
か
ら
は
、「
二
九
年
度

林
野
庁
関
係
予
算
概
算
決
定
の
概
要
」
に

つ
い
て
説
明
し
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
高
知
県
林
業
振
興
・
環
境
部

山
根
副
部
長
か
ら
「
高
知
県
産
業
振
興
計

画
に
つ
い
て
」
第
一
次
事
産
業
、
食
品
産

業
、
コ
ン
テ
ン
ツ
産
業
、
も
の
づ
く
り
産

業
等
に
つ
い
て
取
組
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。

　

町
村
出
向
者
か
ら
、
活
動
状
況
と
し

て
、
①
檮
原
町
の
鉢
村
参
事
か
ら
は
、

雲
の
上
の
森
づ
く
り
に
つ
い
て
、
森
林
・

林
業
の
現
況
、
製
品
外
商
販
売
の
取
組
、

水
源
地
域
森
林
整
備
交
付
金
事
業
の
実

施
等
の
報
告
。
②
大
豊
町
の
田
坂
副
町

長
か
ら
は
、
地
域
資
源
活
用
に
よ
る
基

盤
整
備
に
つ
い
て
、
地
域
材
の
安
定
的

な
供
給
体
制
の
構
築
、
地
域
特
産
品
の

生
産
・
販
売
拡
大
、
集
落
と
の
連
携
に

よ
る
地
域
産
業
の
持
続
化
等
の
報
告
。

③
那
賀
町
の
草
留
副
町
長
か
ら
は
、
林

業
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン
タ
ー
の
概
要
に
つ
い
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て
、
町
の
情
報
一
元
化
に
む
け
た
取
組
、

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
の
生
徒
・
高
校
生
・

一
般
の
林
業
者
の
研
修
施
設
の
設
置
、

林
業
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
セ
ン
タ
ー
の

設
置
、
ド
ロ
ー
ン
の
練
習
場
設
置
等
の

報
告
。
④
馬
路
村
の
川
合
課
長
か
ら
は
、

森
林
副
産
物
の
生
産
・
販
売
、
地
方
創

世
の
取
組
に
つ
い
て
、
村
産
品
の
外
商

に
よ
り
安
定
し
た
雇
用
の
創
出
、
新
し

い
人
の
流
れ
を
つ
く
る
取
組
、
魚
梁
瀬

地
区
の
維
持
・
創
世
、
し
き
み
・
さ
か

き
の
生
産
販
売
等
の
報
告
が
あ
り
ま
し

た
。

　

最
後
の
意
見
交
換
で
は
、
管
理
局
と
出

向
者
が
持
っ
て
い
る
国
有
林
・
民
有
林
の

情
報
を
交
換
で
き
れ
ば
、
お
互
い
の
視
野

も
広
が
り
、
新
た
な
民
国
連
携
の
取
組
も

生
ま
れ
て
く
る
。
今
後
も
お
互
い
協
力
し

て
い
く
こ
と
を
確
認
し
て
会
議
を
終
了
し

ま
し
た
。

「
平
成
二
八
年
度
第
二
回
技

術
開
発
委
員
会
」
を
開
催

〈
森
林
技
術
・
支
援
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
二
月
一
三
日
、
四
国
森
林
管
理
局
二

階
会
議
室
に
て
、
今
年
度
第
二
回
目
の
技

術
開
発
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
委
員
会
は
、
四
国
森
林
管
理
局
技
術

開
発
委
員
会
運
営
要
綱
に
基
づ
き
、
技
術

開
発
の
計
画
・
評
価
・
方
法
等
に
つ
い
て

意
見
を
聴
く
も
の
で
、
森
林
生
態
学
、
林

木
育
種
、
遺
伝
資
源
、
森
林
管
理
経
営
等

の
専
門
家
の
委
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

今
回
は
、
平
成
二
八
年
度
中
に
実
施

し
た
技
術
開
発
課
題
の
内
、
完
了
報
告

「
下
刈
省
略
化
に
よ
る
シ
カ
食
害
低
減
効

果
の
検
証
」、「
小
型
囲
い
わ
な
に
よ
る

シ
カ
誘
引
・
捕
獲
の
向
上
と
普
及
の
推

進
」
の
二
課
題
と
、
平
成
二
九
年
度
新

規
課
題
（
案
）「
再
造
林
地
で
の
ノ
ウ
サ

ギ
食
害
対
策
に
つ
い
て
」
の
一
課
題
に

つ
い
て
、
審
議
を
い
た
だ
き
意
見
を
伺

い
ま
し
た
。

　

完
了
課
題
と
し
て

●�

「
下
刈
省
力
化
に
よ
る
シ
カ
食
害
低
減

効
果
の
検
証
」
に
つ
い
て
は
、

　

①�　

冬
場
は
下
層
植
生
の
落
葉
等
に
よ

り
食
害
が
多
く
な
る
傾
向
に
あ
る
、

積
雪
量
が
増
え
る
と
シ
カ
は
林
の
中

に
い
て
植
栽
地
等
の
オ
ー
プ
ン
な
所

に
は
出
て
こ
な
い
こ
と
も
あ
る
等
か

ら
、
冬
場
の
状
況
の
確
認
が
必
要
。

　

②�　

下
刈
区
の
食
害
が
多
い
が
、
次
年

度
は
下
刈
区
と
無
下
刈
区
の
施
業
を

入
れ
替
え
て
、
被
害
防
護
効
果
が
下

刈
の
有
無
の
み
に
よ
る
も
の
か
等
を

検
証
し
て
は
ど
う
か
。

●�

「
小
型
囲
い
わ
な
に
よ
る
シ
カ
誘
引
・

捕
獲
の
向
上
と
普
及
の
推
進
」
に
つ
い

て
は
、

　

①�　

捕
獲
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
初
め
て
使

用
す
る
一
般
の
人
で
も
、
セ
ン
タ
ー

職
員
と
同
じ
取
扱
い
が
で
き
る
よ
う

に
、
で
き
る
限
り
具
体
的
な
記
述
と

さ
れ
た
い
。
ま
た
、
一
目
で
理
解
で

き
る
一
枚
紙
程
度
の
簡
略
版
も
作
成

し
た
方
が
よ
い
。

  

②�　

長
期
餌
付
け
に
よ
り
全
頭
捕
獲
し

第
２
回
技
術
開
発
委
員
会

た
箇
所
で
の
、
餌
付
け
及
び
シ
カ
の

出
現
調
査
に
係
る
デ
ー
タ
は
貴
重
で

あ
り
、
継
続
調
査
さ
れ
た
い
。

　

新
規
課
題
と
し
て

●�

「
再
造
林
地
で
の
ノ
ウ
サ
ギ
食
害
対
策

に
つ
い
て
」
は
、

　

①�　

ノ
ウ
サ
ギ
の
被
害
実
態
を
、
シ
カ

と
区
分
し
て
調
査
・
整
理
す
る
必
要

が
あ
る
。

　

②�　

過
去
の
調
査
研
究
の
情
報
を
収

集
・
整
理
し
、
使
用
可
能
な
手
法
な

ど
を
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
。

等
の
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
頂
き
ま
し
た
こ
れ
ら
の
貴
重
な
意

見
を
踏
ま
え
て
、
今
後
の
試
験
設
定
の
あ

り
方
な
ど
技
術
開
発
・
普
及
支
援
に
活
か

し
て
行
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

小
型
囲
い
わ
な
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲

マ
ニ
ュ
ア
ル



「
介
良
の
祭
り
」
で
森
林

の
大
切
さ
を
Ｐ
Ｒ

〈
技
術
普
及
課
〉

　

一
月
二
二
日
、
高
知
市
立
介
良
小
学
校

に
お
い
て
、
森
林
教
室
と
木
工
教
室
を
実

施
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
介
良
小
学
校
か
ら
、
親
子
が

参
加
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
ふ
れ
あ
い
参
観
日
・

介
良
の
祭
り
」
の
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
の

一
つ
と
し
て
、
木
工
制
作
の
体
験
活
動
を

通
じ
て
森
林
へ
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い

た
い
と
、
当
局
に
森
林
・
木
工
教
室
の
依

頼
が
あ
っ
た
も
の
で
す
。

　

当
日
は
、
地
域
の
方
々
が
先
生
役
と
な

る
体
験
学
習
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
、
森

林
・
木
工
教
室
に
は
一
八
組
の
親
子
等
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
、
森
林
の
働
き
に
つ
い
て
ク

イ
ズ
形
式
を
通
じ
て
学
習
を
行
い
、「
木

の
浮
沈
実
験
」
や
「
水
の
浸
透
実
験
」
を

行
い
ま
し
た
。
児
童
た
ち
は
大
変
興
味
を

持
っ
て
見
て
く
れ
て
い
ま
し
た
。

  

木
工
は
、
一
二
種
類
と
多
種
の
作
品
に

制
作
希
望
が
あ
っ
た
こ
と
や
、
低
学
年
が

多
い
こ
と
も
あ
り
、
最
初
は
時
間
内
に
完

成
で
き
る
か
心
配
し
て
い
ま
し
た
が
、
父

兄
が
一
緒
に
な
っ
て
、
楽
し
そ
う
に
作
成
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し
て
く
れ
て
、
皆
が
非
常
に
丁
寧
に
、
時

間
に
余
裕
を
持
っ
て
仕
上
げ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

「
色
塗
り
や
、
細
か
い
と
こ
ろ
が
大
変

だ
っ
た
。」「
楽
し
か
っ
た
。」
な
ど
の
感

想
を
聞
き
ま
し
た
が
、
去
年
に
引
き
続
き

「
森
林
・
木
工
教
室
」
に
参
加
し
て
く
れ

た
二
年
生
の
児
童
の
お
父
さ
ん
が
、「
去

年
（
竹
製
品
の
鉛
筆
立
て
）
よ
り
、
ず
い

ぶ
ん
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
の
が
作
れ
て
す

ご
い
。」
と
褒
め
て
い
る
と
、
児
童
も
顔

を
ほ
こ
ろ
ば
せ
、
満
足
そ
う
に
自
分
の
作

品
を
見
つ
め
て
い
ま
し
た
。

　

毎
年
こ
の
教
室
を
選
ん
で
く
れ
て
い

る
児
童
が
来
年
は
六
年
生
に
な
る
そ
う

で
、「
来
年
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。」
と
言
っ
て
く
れ
た
こ
と
に
、
喜
び

を
感
じ
る
と
同
時
に
、
一
人
で
も
多
く

の
児
童
が
、
こ
の
学
習
や
木
に
触
れ
る

こ
と
を
通
し
て
、
益
々
、
森
林
や
林
業

に
関
心
を
も
ち
、
大
切
に
思
う
気
持
ち

が
浸
透
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

森
林
の
働
き
に
つ
い
て
の
学
習

水
の
浸
透
実
験
の
様
子

作
製
方
法
の
説
明
の
様
子

木
工
作
品
作
製
中



東
中
筋
小
学
校
で
シ
イ
タ

ケ
の
駒
打
ち
体
験

〈
四
万
十
川
ふ
れ
あ
い
推
進
セ
ン
タ
ー
〉

　

一
月
一
六
日
、
四
万
十
市
立
東
中
筋
小

学
校
の
「
山
の
学
習
」
で
、
五
年
生
二
二

名
を
対
象
に
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
体
験
学
習

を
行
い
ま
し
た
。

　

は
じ
め
に
「
森
林
の
は
た
ら
き
」
に
つ

い
て
、
パ
ネ
ル
を
使
い
森
林
に
は
「
水
を

蓄
え
る
」、「
山
崩
れ
を
防
ぐ
」、「
地
球
の

環
境
を
守
る
」
な
ど
の
働
き
が
あ
る
こ
と

を
説
明
し
て
、
森
林
の
大
切
さ
を
知
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

次
に
、
き
の
こ
の
種
類
や
毒
き
の
こ
の

話
、
シ
イ
タ
ケ
栽
培
の
仕
方
等
を
聞
い
た

後
、
校
庭
に
出
て
実
際
に
駒
打
ち
に
取
り

か
か
り
ま
し
た
。

　

最
初
に
電
動
ド
リ
ル
の
使
用
方
法
や
、

穴
開
け
作
業
の
注
意
点
等
を
実
演
を
交

え
て
説
明
し
、
六
班
に
分
か
れ
て
作
業
を

行
い
ま
し
た
。
長
さ
一
ｍ
、
直
径
一
〇
㎝

の
ク
ヌ
ギ
原
木
に
電
動
ド
リ
ル
で
二
〇

箇
所
の
穴
を
開
け
、
シ
イ
タ
ケ
菌
の
種

駒
を
金
槌
や
木
槌
で
打
ち
込
み
、
児
童

が
互
い
に
協
力
し
あ
う
こ
と
で
、
初
め

て
に
し
て
は
要
領
良
く
作
業
が
進
み
、

約
一
時
間
で
ほ
だ
木
五
〇
本
を
完
成
し

ま
し
た
。

各地のたより 目次

東中筋小学校で

　　シイタケの駒打ち体験

民有林関係者を対象とした

　　「ドローン活用研修会」を

　　開催

高知市立第六小学校

　　アカマツ保存プロジェク

　　ト展を開催

「森林ふれあい館」

　　からお知らせ

　

児
童
か
ら
終
わ
り
の
挨
拶
の
中
で
、「
電

動
ド
リ
ル
を
使
っ
た
穴
開
け
は
初
め
て

だ
っ
た
の
で
少
し
緊
張
し
た
け
ど
よ
い
経

験
に
な
り
ま
し
た
」、「
シ
イ
タ
ケ
が
生
え

る
の
が
と
て
も
楽
し
み
で
す
」
と
の
感
想

が
あ
り
ま
し
た
。

　

完
成
し
た
ほ
だ
木
は
学
校
の
畑
に
合
掌

に
組
ん
で
伏
せ
る
そ
う
で
す
。

　

今
回
の
シ
イ
タ
ケ
栽
培
を
通
し
て
、
児

童
が
、
森
林
や
林
業
・
地
域
の
自
然
や
生

活
に
関
心
を
持
っ
て
く
れ
る
事
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

民
有
林
関
係
者
を
対
象
と

し
た
「
ド
ロ
ー
ン
活
用
研

修
会
」
を
開
催

〈
香
川
森
林
管
理
事
務
所
〉

　

小
型
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー
ン
）
に

つ
い
て
は
、
こ
こ
数
年
で
機
能
が
急
速

に
進
化
し
、
各
方
面
へ
の
活
用
が
本
格

的
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
が
、
森
林
・
林
業
に
関
し

て
も
、
林
況
の
確
認
や
森
林
整
備
事
業

の
進
捗
状
況
・
完
了
の
確
認
、
集
約
化

に
必
要
な
境
界
確
認
、
山
地
災
害
調
査

等
す
で
に
様
々
に
活
用
さ
れ
て
お
り
、

新
た
な
業
務
へ
の
活
用
が
期
待
さ
れ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

当
所
で
は
、
こ
れ
ま
で
ド
ロ
ー
ン
を
使

用
し
て
き
た
実
績
を
踏
ま
え
、
そ
の
操
作

や
活
用
の
方
法
に
つ
い
て
民
有
林
関
係
者

に
紹
介
す
る
た
め
、
一
月
二
六
日
、
さ
ぬ

き
市
内
で
「
小
型
無
人
航
空
機
（
ド
ロ
ー

ン
）
の
森
林
・
林
業
へ
の
活
用
研
修
会
」

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
県
・
市
町

10

電
動
ド
リ
ル
で
穴
開
け
の
様
子

座
学
講
習
の
状
況
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や
森
林
組
合
等
か
ら
、
三
〇
名
以
上
の
林

務
担
当
職
員
や
現
場
関
係
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

午
前
は
、
香
川
東
部
森
林
組
合
の
会
議

室
に
お
い
て
座
学
講
習
を
実
施
、
森
林
管

理
局
に
お
け
る
ド
ロ
ー
ン
の
活
用
状
況
、

基
本
操
作
方
法
や
飛
行
に
際
し
て
の
制
限

事
項
等
に
つ
い
て
の
講
義
を
行
う
と
と
も

に
、
活
用
し
た
事
例
の
撮
影
映
像
を
交
え

た
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
民
有
林
の
皆
伐
跡
地
に

移
動
し
、
参
加
者
を
三
班
に
分
け
、
三
台

の
ド
ロ
ー
ン
を
使
い
全
員
が
コ
ン
ト
ロ
ー

ラ
ー
を
手
に
操
作
実
習
を
行
い
ま
し
た
。

高
知
市
立
第
六
小
学
校

ア
カ
マ
ツ
保
存
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
展
を
開
催

〈
四
国
森
林
管
理
局
〉

　

一
月
一
六
日
か
ら
三
一
日
ま
で
、
四

国
森
林
管
理
局
一
階
、
ふ
れ
あ
い
館
隣

の
会
議
室
に
お
い
て
、
牧
野
植
物
園
巡

回
展
「
す
み
れ
・
た
ん
ぽ
ぽ
展
」
と
同

時
開
催
で
、
高
知
市
立
第
六
小
学
校
六

年
生
児
童
に
よ
る
環
境
学
習
発
表
展
「
ア

無
人
航
空
機
の
飛
行
練
習

第
六
小
学
校

イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

「アカマツくん」

観
覧
に
訪
れ
た
第
六
小
学
校
の
児
童

　

参
加
者
か
ら
は
、「
地
上
か
ら
見
ら
れ

な
い
箇
所
を
確
認
す
る
と
き
に
大
変
便

利
」、「
森
林
整
備
の
状
況
確
認
が
手
軽
に

か
つ
素
早
く
で
き
る
」、「
森
林
所
有
者
へ

の
説
明
に
使
え
る
」
等
の
意
見
が
寄
せ
ら

れ
る
な
ど
、
高
い
関
心
と
期
待
が
う
か
が

わ
れ
ま
し
た
。

　

当
所
に
お
い
て
も
、
活
用
方
法
に
つ
い

て
は
ま
だ
ま
だ
模
索
し
て
い
る
段
階
で
は

あ
り
ま
す
が
、
今
後
と
も
こ
う
し
た
機
会

を
積
極
的
に
設
け
る
な
ど
し
て
、
民
有
林

関
係
者
と
情
報
を
共
有
し
、
み
ん
な
で
知

恵
を
出
し
合
い
、
そ
し
て
連
携
し
て
、
地

域
の
よ
り
よ
い
森
林
整
備
や
住
民
の
方
々

の
安
全
・
安
心
に
役
立
て
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
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カ
マ
ツ
保
存
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
ア
カ
マ

ツ
の
す
ば
ら
し
さ
を
発
信
し
よ
う
～
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
展
示
は
、
平
成
二
六
年
度
に
学
校

か
ら
当
局
に
、
校
庭
に
あ
る
幹
の
腐
朽
が

進
ん
だ
ア
カ
マ
ツ
（
樹
齢
百
年
を
超
え
る

と
思
わ
れ
る
）
の
保
護
に
つ
い
て
相
談
が

あ
り
、
遺
伝
資
源
の
ク
ロ
ー
ン
増
殖
サ
ー

ビ
ス
「
林
木
遺
伝
子
銀
行
一
一
〇
番
」
を

紹
介
し
、
接
ぎ
木
に
よ
る
増
殖
を
行
っ
た

結
果
、
昨
年
二
月
に
一
三
本
の
ア
カ
マ
ツ

の
赤
ち
ゃ
ん
を
校
庭
に
植
え
る
こ
と
が
出

来
た
も
の
で
、
現
在
も
順
調
に
生
育
し
て

い
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、
八
月
に
は
、
仙
台
市
で

行
わ
れ
た
「
平
成
二
八
年
度　

学
校
の

森
・
子
ど
も
サ
ミ
ッ
ト
」
に
お
い
て
、
そ

の
活
動
報
告
を
代
表
児
童
二
名
が
行
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
も
学
習
を
続
け
、
二
学
期
の

参
観
日
に
保
護
者
達
に
も
そ
の
発
表
内

容
を
見
て
も
ら
う
た
め
、
段
ボ
ー
ル
の

パ
ネ
ル
に
ア
カ
マ
ツ
の
歴
史
や
保
全
へ

の
思
い
を
、
手
書
き
新
聞
に
し
て
作
成

し
た
。
そ
れ
ら
を
学
校
内
の
展
示
で
終

わ
ら
す
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
、
学
校

の
近
隣
で
も
あ
る
四
国
森
林
管
理
局
内

で
展
示
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
今
回
の

展
示
に
至
り
ま
し
た
。
パ
ネ
ル
の
外
に

も
、
児
童
が
ア
カ
マ
ツ
へ
の
思
い
を
俳

句
に
し
た
も
の
な
ど
、
約
三
〇
点
の
展

示
を
し
ま
し
た
。

　

第
六
小
学
校
の
全
校
児
童
が
、
授
業
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「
森
林
ふ
れ
あ
い
館
」

　
　
　
か
ら
お
知
ら
せ

〈
四
国
森
林
管
理
局
〉

　

現
在
、
庁
舎
一
階
の
「
森
林
ふ
れ
あ

い
館
」
で
は
、す
み
れ
・
た
ん
ぽ
ぽ
展
（
牧

野
植
物
園
巡
回
展
）
を
展
示
し
て
い
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
な
牧
野
植
物
園
の
巡
回
展

は
、
こ
れ
ま
で
首
都
圏
等
で
開
催
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
四
国
内
で
は
初
め
て
の
取

り
組
み
と
な
り
ま
す
。

　

今
回
の
展
示
で
は
、
牧
野
植
物
園
が
研

究
活
動
と
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
一
緒
に

行
っ
た
「
ス
ミ
レ
調
査
」
と
「
タ
ン
ポ
ポ

調
査
」
の
成
果
な
ど
、
春
の
訪
れ
に
さ
き

が
け
て
咲
く
身
近
な
植
物
の
ス
ミ
レ
と
タ

ン
ポ
ポ
を
題
材
に
、
花
の
つ
く
り
や
生
態

な
ど
を
写
真
や
イ
ラ
ス
ト
で
分
か
り
や
す

く
展
示
し
て
い
ま
す
。
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー

な
ど
を
通
じ
て
、
植
物
に
親
し
む
き
っ
か

け
の
場
と
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く
だ
さ
い
。

　

（
三
月
二
六
日
ま
で
展
示
）

     

お
問
い
合
わ
せ

　
　
　
　

四
国
森
林
管
理
局

　
　
　
　
　

総
務
課
・
企
画
調
整
課

僕
た
ち
・
私
た
ち
の
作
品
だ
よ

の
合
間
に
観
覧
の
た
め
来
局
し
て
く
れ
、

六
年
生
は
、「
こ
れ
は
自
分
の
作
品
」
と

恥
ず
か
し
そ
う
に
見
た
り
、
他
の
学
年

は
、
改
め
て
ア
カ
マ
ツ
を
大
切
に
思
う

気
持
ち
が
高
ま
っ
た
よ
う
で
し
た
。

　

学
校
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
す
っ
か
り

人
気
者
に
な
っ
た
幸
せ
者
の
「
ア
カ
マ
ツ

く
ん
」
が
、
こ
れ
か
ら
先
も
第
六
小
学
校

の
授
業
で
、
児
童
た
ち
に
森
林
に
対
し
て

ま
す
ま
す
興
味
を
持
っ
て
も
ら
い
、
ま
た
、

地
域
の
方
々
に
も
、
こ
の
活
動
か
ら
、
児

童
た
ち
の
思
い
や
、
森
林
の
大
切
さ
を
理

解
し
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。
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